






 

自閉児のことばの特異性については,未だ解明きれていない面が大きい。ことばの特異性を

解明することは,自閉児の本質を明らかにする重要な鍵となるものと考えられる。 

 自閉児の多くは,はっきりと診断が確定されるまでは,ことばの発達の遅れている子ども

とみられている。すなわち,親の主訴の多くが,ことばの遅れである。自閉児が,男の子に圧

倒的に多く,古くから男の子のことばは「おくて」となりやすいと云われているところがら,

ことばが遅れていても,そのうちに発達するであろうとしばらく傍観している両親が多い。

しかし,一向にことばが発達しないために,いよいよ心配になって,各種の相談施設を訪れ

ることになる。そして,精神薄弱と誤診きれている例が多いし,あるいは,返事をしないこと

も手伝って,難聴または失語症ではないかと疑いをかけられたりしているのが現状である。 


